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Ⅰ　はじめに

中東現代史に大きな転換点をもたらすこととなった２０１１年のチュニジア革命から５年余

り１、この間、同国では多くの紆余曲折や幾度かの深刻な政治的危機に直面しながらも、２０１４

年１月には新憲法を制定し、同年秋には国民代表者議会選挙、共和国大統領選挙、そしてそ

の決選投票の３回の選挙を平和裏に実施し、２０１５年２月には独立後初となる自由選挙に基づ

く新政権を発足させた。この民主化移行期においてはまた、政情の節目や危機的状況ごとに、

年齢や職業や社会的境遇、イスラームについての信条なども異なる多様な女性たちが公の場

に登場して、政治社会的に重要な役割を果たしてきた。

特にベンアリー政権下では政治活動を禁止されていたイスラーム政党のナフダ党（Al-

nahdha）が活動を再開し、２０１１年１０月の制憲議会選挙で第一党となった後、新憲法草案の

準備過程においては、イスラームの解釈との関連から、憲法に「女性の権利」や「男女の関

係性」をいかに明記するかが大きな争点となったことから、女性たちは自らの問題として関

心をもち、公共の場にも参加していったのである。そして「革命の成否は、女性の地位が発

展的方向へと改善されていくかどうか、その程度によって評価することができる」［Thabet 

２０１４：２］とさえ、論評されるようになった。

チュニジアは、独立と同年１９５６年に制定した家族法（Le Code du Statut Personnel）２に

おいて、アラブ諸国では初めて、また中東イスラーム諸国ではトルコ共和国の１９２６年の一夫

多妻婚禁止に続いて、複婚（第１８条）と夫側からの一方的離婚（タラーク離婚）（第３０条）

を禁止した国である。１９５８年には教育の男女平等の権利、そして１９５９年制定の憲法におい

ては、２０歳以上の男女に等しく選挙権・被選挙権を付与した。１９６６年には労働法で公共部門

における男女の雇用機会と賃金の平等を法制化し、さらに国際的レベルでも１９８５年には女性

差別撤廃条約（CEDAW）を批准し、アラブ諸国の中では女性の権利と地位向上に関しては、
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チェニジアはそのリーダー格となる役割を果たしてきた。

しかしこれらの改革や政策については、他方では国家主導によるもので、女性自身の権利

や福利厚生を重視したものというよりも、国家の近代化や国力増強という「国家の論理」に

基づくもので、それは「国家フェミニズム」と呼ぶべきものであるという指摘が従来なされ

てきた［Ferchiou １９９６, Murphy ２００３, 鷹木 ２００７］。

独立以降、近代主義者であったハビーブ・ブルギバ（Hab ̄ı  b B ̄u  Rug ̄ı  ba）３初代大統領とそ

れに続いたズィーン・アルアービディーン・ベンアリー（Z ̄ı  n al-‘ ̄  Abid ̄ı  n Ben ‘Al ̄ı ）政権下で、

いわば国家主導の政策やその庇護下にあったとも言えるチュニジアの女性政策やジェンダー

問題は、革命による体制崩壊以降、その後ろ盾を失うようななかで、それでは、それはいか

なる変容を遂げることになったのだろうか。また変化がみられたとするならば、それは具体

的にいかなるもので、いかにしてもたらされ、またいかなる新たな特徴や意義をもつものな

のだろうか。

この問いに関しては、実際にすでに複数の研究者が、その変化や民主化移行期の特徴につ

いて論じている。例えば、ムファレジュは、革命後の早い段階で、その移行を「国家により

維持されてきたフェミニズム（féminisme entretenu par l’Etat）」から「社会による女性問題

の再所有化（une réappropriation par la société de la question des femmes）」への変容であ

るとして捉えている［Mefarej ２０１２］。ハリールはまた、革命以前と以後のチュニジアのジェ

ンダー・ポリティックスの変化を、「『国家フェミニスト』イデオロギー（‘state-feminist’ 

ideology）」から「脱中心化されたジェンダー行動主義（decentralized gender activism）」へ

の移行であると指摘している［Khalil ２０１４］。さらにシャッラードとザッルーグは、アラブの

春はチュニジアのジェンダー・ポリティックスに「上からの政治（politics from above）」か

ら「下からの政治（politics from below）」への変化をもたらし、とりわけ新しい公共空間と

活発な市民社会がそれを後押ししていると論じている［Charrad and Zarrugh ２０１３, ２０１４］。こ

れらの先行研究にほぼ共通して読み取り得る市民社会の役割については、２０１４年１１月の大統

領選挙後に、マフディ・ジュマア（Mahd ̄ı  Juma‘）暫定政府主席が、「チュニジアの民主化へ

の比較的安定した歩みや政治的対立の克服には市民社会の力があった」［朝日新聞 ２０１４年１１

月２５日］と述べていることとも、相通じるものがあるだろう。

「アラブの春」と当初期待を込めて呼ばれた中東諸国での民主化動向が、今日、その幾つ

かの国々では混迷と衝突を深める情勢ともなるなかで、チュニジアが、経済再建や治安維持

などの諸課題を抱えつつも、曲りなりにも良い方向へと進みつつあるとすれば、その背景に

は確かに市民社会の存在やまたその中での女性たちの目を見張るような活発な活動があった

ことに、より注目がなされてもよいように思われる。

本稿の目的は、チュニジア革命とその後の民主化移行期において、その節目や危機的状況

下で政治社会的に重要な役割を果たしたさまざまな女性たちの活動や争点となったジェン

ダー問題の幾つかを具体的に取り上げ、革命後、すなわち「国家フェミニズム」以降の女性

の活動やジェンダー問題の変容のプロセスの一端を明らかにし、その新たな特徴や意義とは
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何かについて検討するものである。

チュニジアのジェンダー問題は、ナフダ党政権下で一層政治化し、新憲法草案準備過程で

は同じ女性たちのあいだでもイスラミスト勢力とリベラル派勢力とで女性の権利や男女の関

係性についてのイスラームの解釈をめぐって、その差異や対立が鮮明となった。しかし、そ

の議論の過程には多様な主義主張をもつ人々がともに参加し関与していった。さらにそうし

た過程では新たに女性の身体そのものがイスラームに関する主義主張や信仰実践の表明手段

や戦術の手段ともなり、あるいは信仰実践の対象や手段として利用・搾取されるという問題

も生じるようになった。

以下では、こうしたチュニジア革命後の女性たちの活動やジェンダー問題を具体的事例と

ともに跡付けながら、その新しい変化の特徴と意義について検討してみたい。

Ⅱ　チュニジア革命と制憲選挙準備過程での女性の活動

１　サイバー・アクティヴィスト

チュニジア革命とその後の中東諸国での民衆革命は、当初、一部では「インターネット革

命」あるいは「フェイスブック革命」とも呼ばれた。実際にチュニジアではベンアリー政権

末期には反体制派サイバー・アクティヴィストらがすでに活動を活発化させ、体制崩壊に向

けて大きな役割を果たしていた。そうした活動家は少なからずいたが、１月１４日の政権崩壊

後にその象徴的存在ともなったのが、リナ・ベンムヘンニー（L ̄ı  na Ben Muhenn ̄ı ）である。

ベンムヘンニーは、チュニス大学の英語学の助手として教鞭をとる傍ら、革命以前すでに

２００７年からフェイスブックを通じて“Tunisian Girl”という反体制派ブロガー、ジャーナリ

スとして活動していた。ベンアリー体制崩壊に至る過程でも野菜売り青年の焼身自殺事件が

おきたシーディー・ブーズィードやデモの現場にも外国人ジャーナリストのガイド役として

赴き、写真やビディオを撮影し、それらをブログとともにフェイスブックを通して情報発信

し続けた。彼女のブログとツイッターにはそれぞれ２万人と４千人ものフォロアーがいたと

され、２０１１年４月にはドイツ国際ブログ・コンクールで最優秀賞を受賞することになったほ

か、この年のノーベル平和賞候補者にもノミネートされた４。

革命後出版されたベンムヘンニーの著書 Tunisian Girl: Bloguese pour un printemps arabeに

よれば５、こうした情報発信自体がベンアリー体制下では厳しい検閲を受けていたとされ、

自らのサイトがブロックされたり、また白昼に実家に強盗が押し入り、２台のパソコンとカ

メラなどが盗難にあうなど、秘密警察によると思われる事件を自らも体験している［Ben 

Mhenni ２０１１：８］。同書によると、チュニジアでのファイスブック利用者は、２００９年１０月に

は８６万人であったが、２０１０年２月には１１２万人、革命前後の２０１１年１月には２４０万人にま

で達していたとされ［Ben Mhenni ２０１１：２８］、総人口１０００万人ほどの国でのその割合の高

さとその情報発信力が革命への一つの大きな動力になったことを示唆している。また革命に

至る過程では、「それぞれの人がインターネット上で貢献し、全てのチュニジア人が革命活動
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家であり、そこにはリーダーは存在せず、全ての人が各々のやり方でリーダーであった」と

も記している［Ben Mhenni ２０１１：４］。デモにはあらゆる人々が参加しており、親友の女性

弁護士ライラの横には売春婦の女性がともに並んで行進していたことを印象深く書き留めて

いる［Ben Mhenni ２０１１：１３-１４］。

メディアとの関わりではまた、２０１４年３月８日「国際女性の日」には、欧州地中海地域初

のウエッブ女性テレビ局「ニサーＴＶ」がチュニスを本部に開設されたほか、同日にはラジ

オでも女性メディア協会によって、初となる女性向けの「チュニジア女性ラジオ局」が開局

されている［La Presse de Tunsie ２０１４b］６。

２　選挙法への男女交互拘束名簿制（パリテ）の導入

革命後の暫定政権下、制憲議会選挙に向けた選挙法の準備過程において注目すべきジェン

ダー・イシューとなったのが、アラブ諸国初となるパリテ法、すなわち選挙立候補者の男女

交互拘束名簿制の提案であった。この提案はフランスの男女平等政治参画法に倣ったもので

［鈴木 ２００７］、比例代表制の選挙における各党の立候補者名簿を男女交互の拘束名簿制にす

ることで、議会にほぼ男女同数の代表を選出することを目指すというものである。この審議

の過程では、制憲議会議員の４分の１を予め女性議員とするクォータ制の対案もでていたが、

最終的にフランスのパリテ法に倣い、この提案が２０１１年４月１１日に選挙独立高等機関に

よって採択され、５月１０日に官報で選挙法２３条として施行された７。

そしてこの制度の採用と制憲議会における男女議員数の平等化に向けて尽力したのが、大

学教員でフェミニストのファイーザ・スカンドラーニー（Fa ̄ı  za Skandran ̄ı ）である。彼女

は、革命後、自らが代表となり、「平等とパリテ協会　L’Association Egalité et Parité」とい

う NGOを創設している。彼女は、選挙規程へのこの制度の提案に関して、フランスのテレ

ビ・インタビューに答えて、政治の場での女性の可視化、すなわち物事の決定過程に女性を

参加させること、そのためにまず議会により多くの女性議員を送り出すことを目指したと

語っている［Sarret ２０１１］。またこの活動過程では、スペインの NGOやモロッコのフェミニ

ストからの協力があったことにも言及している。スカンドラーニーは男女交互拘束名簿制の

採択後も、女性の議員立候補者数の不足という事態にならないよう、１０００人の女性立候補者

のリスト化を目指して僻地の選挙区へも足を運び、女性を対象とした公共空間での討論研修

などにも取り組んでいた。スカンドラーニーは、フランスのパリテ法による議会の現状を踏

まえて、男女交互拘束名簿制が実際には必ずしも議会での男女の議員同数や男女同権を約束

するものにはならない点にも理解を示しつつ、今回女性議員が３０％選ばれたとすれば、いず

れ５０％にと期待できるだろうこと、そして目下、重要なことはチュニジア人女性の政界進出

を推進することであると述べている［Sarret ２０１１］。

こうした選挙規程が新たに盛り込まれたにも関わらず、しかしながら２０１１年１０月２３日に

実施された制憲議会選挙では、この選挙に参加した１０７政党のうち女性を党首とした政党は

わずか３党に留まり８、また女性を党首した他の４政党については政党としての認可を得る
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ことができなかった［Mefarej ２０１２：１６１］。

Ⅲ　制憲議会と新憲法草案をめぐる論争

１　制憲議会の女性議員と憲法草案でのジェンダー論争

制憲議会選挙の結果は、イスラーム政党ナフダ党が過半数には及ばなかったものの第１党

となり、２１７議席中、約４１％の８９議席を獲得することとなった。続いて「共和国のための議

会党（Congrès pour la République: CPR）」が２９議席、「民衆嘆願党 Pétition populaire」が

２６議席、「労働と自由のための民主フォーラム（タカットル）党（Forum Démogratique pour 

le Travail et les Liberté（Ettakatol））」が２０議席となった。

さらに制憲議会では、第１党となったナフダ党が、第２位と第４位の議席数を得た「共和

国のための議会党」と「労働と自由のための民主フォーラム党」と連立を組んでトロイカ体

制を発足させることとなり、２１７議席のうち合計１３８議席を有する与党となったのである。

そしてチュニジアの政治体制の３大主要ポストをそれぞれ分け合うかたちで、共和国暫定大

統領には「共和国のための議会党」党首のモンセフ・マルズーキー（Mun .s  ef Marz ̄u  q ̄ı ）が、

暫定政府主席には「ナフダ党」からのハマーディー・ジャバーリー（ .H  amad ̄ı  Jab ̄a  l ̄ı ）が、

そして制憲議会議長には「労働と自由のためのフォーラム党」党首のムスタファー・ベンジャ

アファル（Mu .s .t  af ̄a  Ben Ja‘far）が就任することとなった［Allani ２０１３］。

制憲議会の女性議員数については、全議員数２１７人中、４９人で２２.６％に留まり、またイス

ラーム政党の台頭を懸念していたリベラル派９の女性たちの予想とは裏腹に、ナフダ党は８９

議員中３９人が女性議員で４３.８％という、女性議員比率が最も高い政党となった［Touati and 

Zlitni ２０１３：１７３］。なお、女性議員数が全議員の２２.６％しか占めるに至らなかった要因には、

選挙区の比例代表制の名簿のトップに女性を登録した政党は僅か７％に過ぎなかったことと

［Touati and Zlitni ２０１３：１７３］１０、また制憲議会の議員の７０％は立候補者名簿の最初にリスト

されていた人物であったことによる１１。

その一方、制憲議会においては、第一党となったナフダ党の女性議員たちもマへルズィー

ヤ・ラビーディー・マイーザ（Ma .h  erz ̄ı  ya Lab ̄ı  d ̄ı  Ma ̄ı  za）が議会ではその副議長を務める

など、女性たちの活躍が目立った。２００６年にチュニジアで初めての政党女性党首となった

「民主発展党（PDP: Parti Démocrate Progressiste）」のマヤ・ジュリービー（Maya Jer ̄ı  b ̄ı ）

も落選はしたが制憲議会議長に立候補し、またフランスのジュスィー大学言語学教授で、そ

の職を辞してフランスの選挙区から立候補・当選した「近代民主の柱党 le Pôle Démocratique 

Moderniste」のナーディア・シャアバーン（N ̄a  dia Sha‘b ̄a  n）も、新憲法草案準備過程では、

男女平等と男女同権に向けて尽力した女性議員の一人である。

その憲法草案準備過程では、ナフダ党が最大の議員数を擁し、また全女性議員４９人のうち

の３９人を占めていたことから、女性の権利や男女の関係性についてイスラーム的解釈をどこ

まで採用するのか、また憲法でいかなる文言を用いるのかについてリベラル派の議員たちと
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のあいだで激しい論争が繰り広げられることになった。すなわち、男女は相互に補完的なも

の（アラビア語では yatakammalu、仏語では complémentaire）であると主張するナフダ党

やその支持者らと、他方、男女は補完的なものではなく、完全に平等であると明記すべきだ

と主張するリベラル派の議員たちとのあいだで論争が展開されることとなったのである。

憲法草案準備過程では、こうしてジェンダー問題が政治の核心的な争点ともなり、女性の

権利や男女間の関係性をめぐるこの論争は、議場のみならず、市民のあいだにも広がっていっ

た。チュニジアの家族法や女性の地位・権利に関しては、二大女性団体である「チュニジア

民主女性協会（ATFD: Association Tunisiennes des Femmes Démocrates）」や「研究と開発

のためのチュニジア女性協会（AFTURD: Association des Femmes Tunisiennes pour la 

Recherche et le Développement）」が精力的に集会開催やアドボカシー活動を行い、また

「女性調査研究記録情報センター（CREDIF: Le Centre des rechereches, d’études, de 

documentation et d’information sur la femme）」や「アラブ女性研修調査センター（CAWTAR 

: Center of Arab Women for Training and Research）」、さらに国連人口基金（UNFPA）など

もシンポジウムや会議を主催し［CREDF et UNFPA ２０１３］、機関誌では特集などを組み、議

論を喚起し、また多くの市民もそれに参加していった［CREDIF ２０１２a,２０１２b,２０１２c］。

２０１２年の段階で、制憲議会で準備された新憲法草案の第２８条では、「国家は、女性の権利

を保護し、またその既得権を保証する。女性は、国家建設においてまた家族のなかで、男性

を補完する本来的なパートナーである」とされていた。これに対して、多くの女性たちが、

特に男性との補完性という点に対して異を唱えることとなったのである。同年の８月１３日、

すなわち１９５６年に家族法が公布された記念日で、現在は「女性の日」となっている祝日には、

新憲法草案への男女の補完性の明記に反対する女性団体や市民組織がデモを呼びかけ、チュ

ニスのブルギバ通りには９０００人もの人々が集まり、行進することとなった［Ghanmi ２０１２］。

ナフダ党のラーシド・ガンヌーシー（R ̄a  shid Ghann ̄u  sh ̄ı ）党首は、こうした抗議デモ参加

者に向けて、「男女の補完性は本来的概念であり、すなわち女性なくして男性はあり得ず、男

性なくして女性はあり得ずという関係にあり、これは平等の意味に対する追加の意味でもあ

る」と主張し、「こうした政治論争はナフダ党を貶めようとする意図によるもので、決して譲

歩しない」と表明した。これに対して、当時のナフダ党のジャバーリー政府主席は、党首と

はやや距離をおき、「男女平等に関しては、すでに解決済みの事項であり、これを政治目的で

利用することがあってはならない」と述べたが、この声明もデモ参加者の女性やその支持者

たちを納得させるものとはならず、デモから反対の署名活動へと発展していき、それはさら

にグローバル・オンラインコミュニティの Avaazを通じて、３万人の署名を集めることと

なった［Charrad and Zarrough ２０１３］。

こうしてジェンダー問題は、新憲法草案の準備過程でまさに政治的な核心部分ともなり、

草案完成の予定を遅らせることともなった。しかしその過程では、ナフダ党支持者もリベラ

ル派の人々もあらゆる意見を有する市民たちが公共の場の議論に参加していったこと、それ

は従来の単なる「上から政策」とは異なるまさに市民参加による議論と活動という点で、全
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く新しい特徴をもつものであった。

そして、最終的な憲法草案では、憲法はシャリーアに基づくことなく、その序文では言論

と信教の自由を保障し、また論争を巻き起こした男女の関係については、その序文と第２章

「自由と権利」の第２１条において、「男性市民と女性市民はその権利と義務において平等で

あり、法の前では一切の差別なく同等である」と明記されることとなった［Al-Majlis al-Watan

 ̄ı  al-Ta’as ̄ı  s ̄ı  ２０１４ ：５,１３］。そして、この新憲法草案は２０１４年１月２６日に制憲議会において、

２１６票中、賛成２００票、反対１２票、白票４票という満場一致にも近いかたちで可決され、翌

２７日にマルズーキー暫定大統領の署名をもって制定されることとなった。

２　大学キャンパスでのイスラミスト学生と学生との衝突

ナフダ党の支持者とリベラル派の人々との対立や二極化は、革命後、大学のキャンパスに

おいても顕著にみられるようになっていった。社会学者のザミティは、民主化移行期におけ

る対立は、権利の有無をめぐる対立ではなく、本質的には世俗主義（政教分離）化か再イス

ラーム化かのその支持者同士の対立であると述べている［Zamiti ２０１２：２４］。

当然ながら、世俗主義者（または自由主義者）対イスラミストという簡明な二項対立的把

握には慎重でなくてはならず、イスラミストやナフダ党支持者のなかにも、イスラームの解

釈やその実践のあり方にはかなりの差異や温度差も存在する［Darghouthy ２０１１］１２。ここで

はこの点についての議論に深入りすることはしないが、大学のキャンパスではイスラミスト

のなかでも預言者やその教友などの先人（サラフ）が生きた時代を理想とし、イスラーム法

（シャリーア）に則った国家の樹立を目指す厳格なサラフィストたちが大学構内を占拠し、

授業を妨害するなど、大学当局や一般学生と対立や衝突する事件が起きることとなった。

２０１１年の１０月には、カイラワーンとスースの大学でサラフィストの学生が騒動を起こした

ため、スース大学では女子学生のニカーブ着用を禁止するに至っている［TAP ２０１１］。続い

て、翌１１月にはチュニス大学マヌーバ・キャンパスでも顎鬚のサラフィストの学生集団が大

学構内のホールを占拠し、大学当局に対して、キャンパス内の礼拝室設置と女子学生のニカー

ブ着用許可という二項目を要求し、大学側がそれを認めるまでは立ち退かないとする事態が

起こり、その占拠は半年近くに及んだ［Dermeh ２０１１］。

さらに２０１２年の３月にはそのマヌーバ・キャンパスで、サラフィストの男子学生が校舎の

屋上に掲げられていたチュニジアの赤い国旗を降ろして１３、それに代えてサラフィストのシ

ンボルである黒旗を掲揚しようとする事件が起こった。そしてその行動を１人の女子学生が、

自ら危険を冒して屋上によじ登り、サラフィストの男子学生に抗議してチュニジア国旗を降

ろすことを阻止したことから、その女子学生ハウラ・ラシーディー（Khawla Rash ̄ı  d ̄ı ）は、

その後、その行動と勇気を讃えられ、チュニジア国旗を守った英雄、アンチ・サラフィスト

の英雄として一躍全国的に知られることともなった［Ben Omrane ２０１２］。

数日後には、ラシーディーはカルタゴ大統領宮殿に招かれ、マルズーキー大統領から直々

に表彰されるという栄誉にも預かっている。大統領は、この折に「チュニジアの国旗は、他
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のどんな旗にも置き換えられるものではない。それは、チュニジア人が共有する記憶を思い

起こさせるものであり、その色は、独立時の殉教者たち、労働組合の殉教者たち、そして革

命の殉教者たちの血を象徴する色である。この国旗は、出自や民族あるいはイデオロギー的

帰属にかかわらず、全てのチュニジア人を一つに統合するものである」と演説し［D.M. ２０１２］、

国民の愛国心に訴えた。

同じようなイスラミストとリベラル派との対立や衝突は、２０１３年の２～３月にかけても、

ハーレム・シェイクというダンスをめぐって学生たちのあいだで繰り返されることとなった。

このダンスは、アメリカ・ニューヨークのブルックリン・ハーレムが発祥とされる、自由で

奇妙な体の動きをするもので１４、革命後の自由な表現様式としてユーチューブを通じて高校

生や大学生のあいだに広がり、ナフダ党政権下の重苦しい社会政治情勢下で、その反動とし

ても一種のブームとなった。まずチュニスのミッション系の高校の生徒たちのあいだでその

パフォーマンスが始まり、全国各地の大学や高校でも、男女の学生がともに奇抜な衣装や故

意にイスラーム服などを着て踊り、それを撮影してファイスブックで発信する動きが広がっ

ていった。

この流行に対して、アブデルラティーフ・アビード（‘Abdella .t  ̄ı  f ‘Ab ̄ı  d）教育相は１５、２０１３

年２月２４日にラジオ放送を通じて、ハーレム・シェイクを倫理的観点から行き過ぎた行為と

して批判し、またスースとマフディーヤの高校ではハーレム・シェイクを踊ろうとした高校

生を警察官が催涙弾まで使用して取り締まるということが起こった。また政府のこうした対

応に乗じて、ケフの高校ではサラフィストらが校内に侵入し生徒らに危害を加えようとする

事件も発生するなど、ハーレム・シェイクというダンスをめぐって賛否両論、世論を二分す

る議論が巻き起こることになったのである［Auffray ２０１３］。チュニス大学マヌーバ・キャン

パスでは、ハーレム・シェイクを踊ろうとした学生たちの前にサラフィストの学生集団が現

れて乱闘となる事件も起きている。こうしたダンスを表現の自由として支持する者たちから

は、サラフィストが大学や高校の校門前にテントを張り宣教活動をすることにはナフダ党政

権が全く取締りをしない一方、ハーレム・シェイクだけを取り締まり、警察官が学生を拘束

や連行するのは不当だと抗議する声も多く挙げられることとなった。男女が自由に踊るハー

レム・シェイクのダンスは、こうして単に表現の自由に留まらず、政権批判や抗議の形態と

して政治化していくことになったのである［Shabi ２０１３］。

このように革命後にはイスラーム的価値観や倫理観をめぐって、学生のなかでも二極化す

る傾向がみられるようになっていった。２０１４年３月６日にも、カイラワーン大学ラッカーダ・

キャンパスで、リベラル派のチュニジア学生連盟のスタッフたちとイスラミストの学生集団

が衝突し、多数の負傷者が病院に搬送された［Al-Fajr ２０１４］１６。双方とも相手側がナイフと

有毒ガスなどで襲撃してきたと主張したが、イスラミスト学生集団のリーダーが当時のナフ

ダ党のラライエド暫定政府主席の息子であったことからも、この事件は社会的に波紋を呼ぶ

こととなった。　

18



３　トロイカ体制からカルテットによる「国民の対話」へ

民主化移行期の暫定トロイカ体制下では、このようにナフダ党を支持するイスラミストた

ちとその反対勢力のリベラル派陣営とに国民が大きく二極化し対立するような構図となるな

かで、制憲議会の２人の野党議員が暗殺されるという事件が発生した。

最初の事件は、２０１３年２月６日、弁護士で「民主愛国統一党 Parti unifié des patriotes 

démocrates」党首のショクリー・ベライード（Shukr ̄ı  Bela‘ ̄ı  d）の暗殺事件である。ベライー

ドは舌鋒鋭くナフダ党政権を批判していたため、事件前から脅迫や暗殺予告を受けていた。

そのため、彼の葬儀はこの暗殺事件に対する抗議とまた背後で少なからぬ関係があったとみ

なされたナフダ党政権への非難と真相究明を要求する、１００万人規模という全国的な大集会

となった。こうした抗議もあり、事件の約２週間後にはナフダ党のジャバーリー政府主席が

辞任し、その後、内閣改造をもって、何とかこの政治的危機の打開が図られた。しかし、同年７

月２５日に再び起こった２人目の野党議員のムハンマド・ブラーフミー（Mu .h  ammed Br ̄a . h  m ̄ı ）１７

の暗殺事件は、ナフダ政権のイスラミスト過激派への取締りの甘さを象徴するものとなった

だけでなく、同月７月３日のエジプトでの軍によるムルシー政権崩壊の事件後でもあっただ

けに、エジプトと同様の事態がチュニジアのナフダ党政権にも起こりかねない民主化移行期

の最大の危機、また国家を危機的混乱に陥れかねないものでもあった。

その危機の克服に向けてトロイカ体制に対して、市民の側から議会や各政党に働きかけ、

「国民対話」を呼びかけたカルテットのグループのその率先者のひとりとなったのがまた、

チュニジア産業商業手工業同盟（UTICA:l’Union Tunisienne de l’industrie, du commerce et 

de l’artisanat）の女性会長のウィデード・ブーシャンマーウィー（Wid ̄a  d B ̄u   Chammaw ̄ı ）

であった。

ブーシャンマーウィーは、ブラヒーム暗殺事件の翌日、革命後の国家のこの重大な危機を

深く憂慮し、「国民対話 dialogue national」をそれ以前から提案していたチュニジア労働総同

盟（UGTT: l’Union générale tunisienne du travail）の総書記フセイン・アッバーシー（ .H  usain 

‘Abb ̄a  s ̄ı ）に早々に連絡を取っている。従来、企業家連盟である UTICAと労働総同盟 UGTT

とは敵対する関係にもあり、こうした連携の提案がなされたこと自体がチュニジア史上初め

てのことであったとされている［Vendrier ２０１３］。そして制憲議会のトロイカ体制に加えて、

市民側の勢力として、チュニジアの四大市民組織が結束し、すなわちチュニジア労働総同盟

総書記のフセイン・アッバーシー、チュニジア産業商業手工業同盟会長ウィデード・ブー

シャマーウィー、全国弁護士会（Ordre National des Avocats de Tunisie）会長のムハンマ

ド・ファーデル・マフフード（Mu .h  ammad F ̄a  dhil Ma .h  f ̄u  dh）、チュニジア人権連盟副会長

（Ligue Tunisienne des droits de l’homme）のムハンマド・アティーア（Mu .h  ammad Att ̄ı  a）

が「カルテット」と命名した市民組織を発足させ、かつ「国民対話」の推進に向けて尽力す

ることになったのである１８。カルテットは制憲議会のトロイカ体制やその他の多数の政党に

働きかけ、紆余曲折を経つつも、２０１３年１０月５日にはナフダ党を含む２１の政党が、「国民

対話」に関する書類に署名し、遅滞していた憲法草案完成時期、新憲法に基づく議会選挙と
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大統領選挙の実施に至るロードマップを確定するなど、画期的な調停と協議を牽引していく

こととなった。

ブーシャンマーウィー会長は、革命後２０１１年５月に選出されたアラブ諸国初の企業家連盟

の女性会長であるが、さらにこうした政治的手腕と功績から２０１３年には雑誌 Jeune Afrique

で「新しいチュニジアを創る５０人の１人」として、またチュニジアで最も影響力のある女性

にも選ばれている。国家の危機を平和裏に解決しようとした彼女の手腕は国際的にも高く評

価され、２０１４年４月にはオスロー・ビジネス平和賞をノーベル賞授与式と同じ会場において

受賞している１９。さらに翌月の５月にはＧ８ドヴィル・アラブ諸国パートナーシップからも、

２０１３年度の最優秀女性企業家賞を受賞している２０。こうした国家の危機的状況下にあって、ビ

ジネス界の女性が政治社会的にも多大な影響力を発揮したことは特筆に値すると考えられる。

そしてこの「国民対話カルテット」もまた、危機を対話によって解決したことを評価され、

２０１５年度のノーベル平和賞受賞につながったことは、周知のとおりである。

Ⅳ　女性の身体の戦術手段化

１　FEMEN活動家の登場とイスラーム政権批判

以上では、チュニジア革命とその後の民主化移行過程で、さまざまな女性たちがその時々

に政治社会的に重要な役割を果たし、また実際に多大な影響力を発揮してきた事例を幾つか

挙げて述べてきた。こうした事例の一方で、政権崩壊に至る抗議デモやまた革命後の混乱や

治安悪化のなかで、その犠牲になった女性たちも少なからずみられた。ATFDは、革命から

僅か２０１１年２月までに既に１０名の女性が死亡し、数十名の女性が暴行被害を受けたと報告

している［Mefraj ２０１２：１５５］。またその後の民主化移行期にも、政情の不安定さと経済状況

の悪化も相まって、社会的弱者の女性たちへの暴力が横行し、それに対してはまた多数の女

性 NGOや市民がその都度、抗議や被害者救済活動を展開している２１。

そして革命後のこうした不安定な民主化移行期には、また全く新しく女性自身が自ら身体

を戦術手段化して自らの主義主張を表明したり、またその逆に女性の身体そのものが政治宗

教的な実践戦略手段として利用搾取されるという現象もみられるようになっていった。革命

後、それまでチュニジアでは見かけることのなかった全身を覆う黒いジルバーブというイス

ラーム服やニカーブというマスクを着用する女性が急増する一方、女性自身が主義主張や異

議申し立てのために自らの身体を可視化する現象、あるいはそれとは反対に女性の身体が政

治的に戦術手段として利用される現象がみられるようになり、いずれにしても女性の身体自

体が主義主張や信条を映し出す闘争の場、アリーナと化していったのである。

革命直後に見られたそうした最初の動きとしては、ナフダ党の宗教指導者ラーシド・ガン

ヌーシーの、ベンアリー政権下での亡命先英国からの帰国の折の出来事が挙げられる。ガン

ヌーシー帰国という情報を得たフェミニストたちは、イスラーム主義勢力の台頭を懸念して、

それに対抗する一つの表明としてネットを通じて、「チュニジアの女性はみんなビキニ姿で
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ガンヌーシーを出迎えよう」という呼びかけを繰り広げたのである［Touati and Zlitni ２０１４： 

１７１］。実際には、１月３０日という真冬の彼の帰国に際して女性たちがビキニ姿で出迎える

ことはなかったが、イスラームの聖典『コーラン』に「（女性は）美しい部分は見せぬよう

に」（２４章３１節）とあることを想起すれば、それは言葉上のキャンペーンではあっても、イ

スラーム主義指導者への対抗心や抵抗の表明であったことは十分明らかであろう。

また２０１３年の３月には、ウクライナのフェミニスト団体 FEMENの活動に共感した当時

１８歳の女子高校生が、同じく自由の主張や既存の倫理観への異議申し立ての手段として、自

らの身体をボディポスター化し、「私の身体は私のもの（jisd ̄ı  milk ̄ı ）」というメッセージを

書き込んだ上半身裸体の写真をフェイスブックに投稿して、センセーションを巻き起こした２２。

その高校生アミーナ・サブウィ（Am ̄ı  na Sabuw ̄ı ）の両親は、過激なサラフィストによる娘

への報復や殺害を恐れて、直ちに娘には以前から鬱病など精神的疾患があったと釈明し、精

神病院に入院させ、退院後も自宅監禁を強いていた。しかし４月末に家出をしたアミーナは、

５月にはチュニジアの宗教都市カイラワーンに現れ、過激派集団アンサール・シャリーア

（An .s  ̄a  r al-Shar ̄ı  ‘a）が年次集会の開催を予定していた場所近くの墓地の壁に挑発的にも

FEMENと落書きをしたのである。またその折の警察官の取り調べに抵抗したことや、催涙

弾などの危険物を所持していたことを理由に当局に逮捕され、３か月間収監されることと

なった２３。

若い女子高校生のネット上での行為から発展したこのアミーナの逮捕と収監に対しては、

チュニジア国内でも特に女子学生たちのあいだでアミーナ支持や彼女の釈放を要求する活動

が巻き起こった。ATFDのアハレーム・ベルハージ（A .h  r ̄a  m Bel .h  ̄a  ji）会長も、協会を代表し

て、「法に反対はしないが、アミーナの市民としての権利を支持する」と表明した２４。さらに

FEMENは国際的ネットワークをもつ組織であることから、アミーナ支持や彼女の釈放を訴

えるデモや抗議活動が、チュニジア国内にとどまらず、フランスのパリやベルギーのブ

リュッセルやアメリカ・ニューヨークなどでも、トランスナショナルなかたちで展開される

ことになったのである２５。アミーナは２０１３年８月に刑期を終えて釈放され、その時点では

FEMENがイスラエルからの支援を受けていたことを理由にその組織からの脱退を表明したが、

その直後に再び自らの裸体の上半身をボディポスター化して“We don’t need your dimocracy”

という、敢えて誤った綴りによって現ナフダ党政権の政治は民主主義（democracy）と呼ぶ

に値しないとする批判的メッセージを書いた写真をフェイスブックに投稿したのである

［Hartman ２０１３］。サブウィはその後８月末には渡仏し、フランスで学業を継続しているが、

２０１４年に入り、Mon corps m’appartientと題した著書を刊行している［Sboui ２０１４］２６。

アミーナ・サブウィの事例は、革命後のナフダ党政権下でサラフィスト勢力の台頭のさな

か、それに反発・対抗しようとする個人が自らの身体を主義主張や異議申し立ての表現手段

とした例として、また従来のチュニジア社会では見られなかった新たなフェミニズムの動き

としても注目し得る。それはまたイスラーム主義への反発ばかりでなく、伝統的家父長制へ

の反抗、既存の価値観への挑戦とも捉えられるもので、イスラームという宗教的信条と関連
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して、全く新たな価値の主張、自由の定義、その表現伝達手法が現れたことを意味している。

２　女子割礼をめぐる論争

こうした自分の身体を自らの意志で主義主張の伝達手段化していった女性が存在した一方

で、女性の身体がまたイスラミストたちによって信仰実践の手段とされるという動きもみら

れた。男女の身体の差異の強調やその可視化は、女性の身体を覆う黒いヴェールや長衣、ま

たニカーブというマスクばかりではなく、イスラミストらが専有するようになったモスク周

辺で宗教グッズとともに販売されている男性向けの多種多様な強壮剤や男性性を象徴する髭

の手入れ道具などからも明らかに見て取ることができる。それらは性別的差異を強調し明確

化し、またそれを可視化するものである。

そして革命後にチュニジア人が初めて経験することになった女性の身体が政治宗教化され、

またその実践手段とされる現象として社会問題化したのが、「女性割礼」と「ジハード・アル

ニカーフ」と「名誉殺人」であった。いずれも革命までのチュニジア社会では全く知られて

いなかったことばかりで、それらはリベラル派のみならず、一般市民を驚愕・震撼させ、多

くの物議を醸すこととなった。

その最初の出来事が、複数のイスラミスト団体の招きで２０１２年２月にチュニジアを訪問し

たエジプト人説教師ワジュディ・ガーニム（Wajd ̄ı  Gh ̄a  nim）の説教で説かれた女子割礼の

推奨であった［Blaise ２０１２：１６-１８］。エジプトやスーダンなどでは女子割礼は伝統的慣行とし

て知られてきたが、チュニジアではそうした慣習が全くなく、ガーニムによる女子割礼の推

奨は、チュニジアの医学者や政治家たちをも巻き込む大論争となった。ガーニムがチュニス

郊外のメンザの大モスクで行った説教に１万人もの顎鬚の男性や黒いヴェールを纏った女性

たちが集まったということも、リベラル派の人々を不安と恐怖に陥れることとなった２７。

政府もこうした過激な説教師の言動を静観ばかりはしておれず、当時の女性問題担当大臣

ナイラ・シャアバーン（Naila Sha‘b ̄a  n）も、「女子割礼はイスラームの信仰や慣行と全く関

係のないものであり、全ての国際条約はこれを禁止している」という声明を発表した［Driss 

２０１２］。また性医学者のマフムード・ジラード（Ma .h  m ̄u  d Jir ̄a  d）医師も、「女子割礼には科学

的にそれを是とする論理的根拠は全くない」と言明した。さらにチュニジア国立家族人口研

究所のカマール・アブデルハック（Kam ̄a  l ‘Abdel .h  aq）医師も、「女子割礼は、男子の割礼と

は何ら関係のないもので、むしろ男性の去勢に相当するものである。アフリカ諸国での多く

の事例からも、女子割礼を経験した少女や女性たちがその後の人生でその苦痛に苛まされ心

理的にも悪影響を被っていることは明らかである。それは男性が女性に隷属を強いるための

慣習で、女性の身体を抑圧し、女性の快楽を否定するものである。我々はその撲滅に向けて

闘わなくてはならない」と強く批判することともなった［Sbouai ２０１２］。

３　ジハード・アルニカーフと名誉殺人をめぐる論争

　イスラミストたちの言動のなかでも、特にシリアでの内戦の激化やその後のイラク・シ
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リアでのイスラーム国（IS）の台頭に伴って、チュニジア国内で深刻な社会問題となったの

が、シリア反政府勢力への支援を「聖戦」とみなしてシリアへ渡航する若者が多数出てきた

ことであった。またそれが男性ばかりでなく、そうした戦士との結婚を宗教的に合法である

（ .H  al ̄a  l）「結婚の聖戦」すなわち「ジハード・アルニカーフ」（ji .h  ̄a  d al-nik ̄a . h ）とみなして、

そのためにシリアに赴く若い女性たちが２０１２年後半から少なからず現れ始めたことである。

そしてこうした行動を十分に取り締まることができないナフダ党政権やトロイカ体制もそ

の共犯者として批判されることとなっていった［Liman ２０１３：３９］。政府もこうした社会問題

を深刻に受け止め、検察がシリア渡航者のリクルート組織の取調べを開始し２８、内務省はリ

ビア・トルコ経由でのシリアへの若者たちの渡航を一切禁止する措置をとった。しかし、そ

うした取締りをも潜り抜けてシリアへ渡る若者たちは後を絶たず、シリアで戦う外国人義勇

兵のなかでチュニジア出身者は最多となり、２０１４年９月時点では３０００人を占めるとされてい

る２９。さらにジハード・アルニカーフに参加している外国人女性についても、シリアのアメ

リカン・センターの調査報告では、チュニジア出身者が最も多く、２０１４年３月時点で９６人

のチュニジア女性がシリアに入国しており、そのうち１８人がすでに戦闘に巻き込まれて死亡

したとされている３０。

こうした問題に対して、市民団体や弁護士なども調査や救済活動を開始し、その現状を明

らかにしている。女性弁護士ダリーラ・ムサーダク（Dal ̄ı  la Mus ̄a  daq）はそうした女性たち

とスカイプで連絡をとり合い、シリアに渡ったチュニジア人女性たちの多くがイスラミスト

の指導者や偽慈善団体などに「ジハード・アルニカーフ」を信仰の実践として説得・洗脳さ

れて組織的にリクルートされていることが明るみとなった［Arbani ２０１３］。それらの女性の

多くは低所得地区の出身者で、インターネットなどでシリアの現状を知り、宗教的に合法行

為としてジハード・アルニカーフの実践を勧められ、シリアへ渡った後、現状を知って帰国

の意思を伝えると刑罰や処刑の脅しを受け、日々恐怖のなかで暮らしていること、妊娠し帰

国しても社会復帰できずにいることなどが報告されている。「在外チュニジア人救済協会

L’Association de secours aux Tunisiens à l’étranger」の会長で弁護士のバーディス・クーバ

クジー（B ̄a  dis K ̄u  bakj ̄ı ）は、シリアに渡航したがる息子・娘がいた場合はまず家族がそれに

気づき、そうさせないようにと注意を喚起している。シリアにジハードの目的で渡航したチュ

ニジア人にはフランス、ドイツ、ベルギーからの参加者もおり、その一部は既に戦闘で殺害

され、生存者の現地での生活もひどいもので、特に夫を失った未亡人らは性的搾取の対象と

なり、その生活は地獄だとも記している［Arbani ２０１３］。

ジハード・アルニカーフを経験し帰国した犠牲者の１人でモナスティール大学の学生 Aさ

んは、精神的に深く悩み落ち込んでいた時に４０代の女性とその夫に「天国への切符」と説得

されてシリアへの渡航に誘われて現地に赴いたと告白している。彼女はシリアで１８歳前後

の若い女性集団のなかで暮らしていたが、中には１０歳の女の子も含まれていたことや姉妹

を同伴して来たチュニジア人男性もいたと証言している［Arbani ２０１３］。

こうした社会問題に対して、市民団体特に女性団体が抗議活動や反対キャンペーンを張り、
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チュニジア民主女性協会（ATFD）は、２０１３年１０月７日には「ジハード・アルニカーフは国

連の１３２５決議や１８２０決議、さらにはチュニジアが批准している全ての国際条約に照らして

国際的な組織犯罪であり、一種の人身売買である」と強く非難する共同声明を発表してい

る３１。またそのなかで、宗教の名を借りて性的搾取のために若い女性をシリアに送ったサラ

フィスト集団やそれに協力した者たちは全て法の裁きを受けるべきであること、またその犠

牲となった女性たちには倫理的支援とまた社会復帰するための物理的支援も必要であると訴

えている。

このように女性の身体自体を宗教的に歪曲された解釈に基づき、政治的さらに軍事的に利

用し搾取する対象としようとする事実は、チュニジア社会に大きな衝撃をもたらすものと

なった。

こうした社会問題が次々と起きるなかで、さらに２０１４年の６月には、革命以前のチュニジ

ア社会では到底考えられなかったような前代未聞の事件、すなわち「名誉殺人」という女性

の身体を家族の名誉のために身内の者が抹殺するという事件が、首都のチュニスで発生した。

犠牲となったのはアーヤ（¯ Aya）という１３歳の女子中学生で、下校途中、同級生の男子生徒

と一緒に歩いていたところを父親が目撃して激昂し、自ら自分の娘に火を放ち殺害したとい

う事件である［Ben Said ２０１４］。独立以降、チュニジア社会は名誉殺人といった行為などと

は全く無縁であったことから、この事件は女性のみならず、男性も含む一般市民を驚愕・震

撼させることとなった。父親は即座に逮捕され、重度の火傷を負ったアーヤは病院に搬送さ

れ治療を受けていたが、９日後に死亡した。この事件後、チュニスでは市民がこの事件で犠

牲となった女子生徒を追悼すると同時に、名誉殺人など現代にあってはならない事件を非難

するデモを開催し、多数の老若男女がそれに参加することとなった［Petré ２０１４］。

このように、民主化移行期には、従来、強権体制下である意味、庇護されていた女性たち

が、政情不安や経済的不況やそして治安悪化のなかで、社会的弱者として暴力の犠牲になる

ことが横行するようになり、また女性の身体が宗教やイデオロギーの名を借りてその実践手

段として利用・搾取されることまでも起こるようになったのである。しかしまたそうした動

きに対して、既述のように特に過激なイスラミストらに対抗して、女性自身が自らの身体を

戦術手段化して主義主張や異議申し立てを表明したり、女性団体なども暴力加害者への抗議

活動やまた犠牲者に対する救済活動や社会復帰支援などを粘り強く継続してきていることも

事実である。その過程では同じくチュニジアの女性たちのあいだでも主義主張の相違や多様

な価値観がみられながらも、一人一人の市民が自らの意志で行動を起こし、あるいは NGO

や政党支持者として活動しており、それが社会を突き動かす大きな原動力ともなっているこ

とが見て取れる。そしてこうした個々人の主体的な活動や主義主張の表明が、革命以前の

「国家フェミニズム」とは異なる、革命後の女性たちの動向にみられる一つの新しい顕著な

特徴であると捉えられよう。
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Ⅴ　おわりに

２０１４年１０月、チュニジア共和国新憲法に基づく国民代表者議会選挙が実施され、翌１１月

には大統領選挙、そして１２月には大統領選上位２名のベージー・カーイド・エッセブシー

（B ̄e  j ̄ı  Q ̄a  ‘id al-Sebs ̄ı ）とモンセフ・マルズーキーによる決選投票と、民主化移行期最後の３

か月間には３回もの選挙が相次いで、しかも全て無事に執り行われた。こうして革命後約４

か年にわたった民主化移行期を経て、チュニジアは新しい時代の幕開けを迎えることとなっ

た。ジュマア暫定政府主席は、その決選投票後に長い選挙戦を闘い抜いた２人の大統領候補

者に対してその健闘を労ったうえで、しかし「この選挙での最大の勝利者は、チュニジア国

民である」とも述べている３２。

革命後の政情不安定な移行期には、確かにイスラミストとリベラリストとの二極化やその

対立・衝突、さらには犠牲者を出す事件や深刻な社会問題もみられたが、以上でみてきたよ

うに、その都度、さまざまな市民や市民団体がそれぞれ主体的に公的な場に参加し、主張し、

異議を唱え、批判し、また犠牲者や弱者を支援し、平和的デモや集会を繰り返して問題や困

難に真摯に辛抱強く対峙してきた。

民主化移行期の女性の活動やジェンダー問題に関してもまた、従来の「国家フェミニズム」

から大きく脱皮して、市民や市民団体が主体的にそれぞれの立場で主義主張をし、公の場に

参加し、諸問題に関与してきており、その意味ではそれは「市民フェミニズム」と呼び得る

ような新しい特徴をもつものへと変容してきていると捉えられる。イスラミストとリベラリ

ストとの対立のなかで、近代主義的フェミニストらが、イスラミストからそれは「外からの」

または「西欧からの」思想だと決めつけられ批判されることに対して、自らの主張がムスリ

ムとしての解釈を踏まえたうえでの「内側からの」ものであると反論し、そうした批判に対

してはムスリムとして論駁していく必要性を説いているが［Mefarej ２０１２：１６８］、こうした主

張にこそ、「国家フェミニズム」から一市民としての確固たる自覚と主体的なイスラームの解

釈に基づく「市民フェミニズム」の一つの在り様を明確に見て取ることができるように思わ

れる。

国家主義から市民主義への移行、革命以前の「国家フェミニズム」から革命後の「市民フェ

ミニズム」への移行は、すでに本稿の冒頭で紹介した先行研究における、「国家により維持さ

れてきたフェミニズム」から「社会による女性問題の再所有化」への変容、あるいは「『国家

フェミニスト』イデオロギー」から「脱中心化されたジェンダー行動主義」への移行、さら

には「上からの政治」から「下からの政治」への変化という指摘とも、市民社会が重要な役

割を果たしているという意味では、相互に重なり合うものがあると考えている。

今日、中東の多くの国々が混迷を深めているなかで、チュニジアが、未だ多くの政治課題、特

に若者の失業を含む経済問題［World Bank ２０１４］やテロ対策の治安問題などを抱えつつも、

民主化革命の目標をほぼ達成させつつあるとすれば、その背景にはこうした市民社会の活動、

とりわけ女性たちの闊達な活動がみられたこともより注目評価されて良いのではないかと考

えている。
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こうした女性たちの活動過程では、確かにイスラームについての様々な解釈や多様な価値

観がみられた。しかし、そのこと自体がとりもなおさず、チュニジアの民主化を成熟させて

いった重要な軌跡であり、そのまま民主化への着実な歩みの証であり、革命後の「市民フェ

ミニズム」の意義とはまさにその点にあると考えている。そしてこの市民フェミニズムがグ

ローバル市民としての含意をも持つものであるとすれば、それはわれわれ自身の責任や貢献

という課題にまで繋がっていることも明らかであろう。

付記：本稿は、２０１４年度笹川平和財団中東イスラム基金事業の共同研究プロジェクト「イス

ラームと価値の多様性―ジェンダーの視点から」（代表：鷹木恵子）の『成果報告書』（内部

資料）掲載の論文を加筆、修正したものである。
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注
１　本稿では、「チュニジア革命」とは２０１０年１２月１７日－２０１１年１月１４日までの期間を、「１月１４

日革命」とはベンアリー体制崩壊の出来事を、また「民主化移行期」とは２０１１年１月１５日－２０１４

年１２月３１日の期間を指して使用する。

２　Le Code du Statut Personel は、直訳では「個人地位法」、また黒田美代子訳（１９９０年）では「チュ
ニジア私的関係法」と訳出され、さらに「身分関係法」の訳語もあるが、本稿では他国との比較考

察の便宜も考慮し、「家族法」という語を使用する。

３　人名のカタカナ表記については、現地での慣用的発音に近い表記とする。そのため、正則アラビア

語の表記に従えば、ブー・ルギーバとなるところをブルギバとし、ビン・アリーとなるところを、

ベンアリーと表記する。また（　）内のアラビア語表記は現地でのアラビア語チュニジア方言の発

音に倣い、母音に関しては、aを eに、iを eと記すこともある。例えば、Bin‘Al ̄ı   ではなく、Ben ‘Al ̄ı   
とする。

４　Jeune Afrique（１４. ０６. ２０１１）電子版。
５　ベンムヘンニーの Tunisian Girlのサイトは http：//atunisiangirl.blogspot.jp/。
６　La Presse de Tunisie, Dimanche ９ mars ２０１４, p.４.
７　Décret-loi No.３５ du １０ Mai ２０１１, JORT No.３３ du Mai ２０１１, p.６４７.第２３条で、各政党の選挙名簿の

半分を女性候補とし、男女交互の順でリスト化すること、また全選挙区の３分の１以上の地区で、
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名簿の筆頭候補を女性とすることとしている。

８　選挙に参加した１０７政党のうち、１００ほどは２０１１年３月以降に結成された新政党。

９　ナフダ党も世俗主義すなわち政教分離を受け入れているため、ここでは反イスラーム政党の人々を、

世俗主義者や世俗派とせず、自由主義者やリベラル派とする。

１０　PDM（Pôle démocratique progressiste）は男女交互拘束名簿制を厳格に実践した数少ない政党の一
つで、立候補者３３名のうち１７名が女性［Mefarej ２０１２：１６６］。

１１　男女交互拘束名簿制では、単に候補者リストを男女交互に作成するという垂直的平等のみならず、

選挙区全てで男女の順番が平等となる水平的平等が課題となる。

１２　例えば、ナフダ党元幹部の一人ダルグーシーは、チュニジアにおける政治的イスラームを三つに大

別している。①穏健なイスラミストの思想、民主主義や自由や政教分離をも容認するナフダ党の指

導者らの思想、②サラフィーヤと呼ばれる思想で、預言者ムハンマドやその教友たちが生きた時代

を理想とし、シャリーアに基づく社会の実現を目指す。シャリーアはイジュティハードによって各

社会に普遍的に適用可能とする思想、③ファンダメンタリズムは、②よりもさらに厳格にシャリー

アを唯一の法として政治や日常生活にも適用し、理想的社会の実現に向けて、武力行使をも是とす

る思想、とに大別している［Darghouthy ２０１１：６２-６３］。③はジハーディストとも呼ばれている者た
ちの思想に相当すると捉えられる。

１３　チュニジア国旗は、赤の地にイスラームを象徴する三日月と星があしらわれたもの。

１４　１９８１年、ブルックリン・ハーレムでの DJのバウアーによるタップミュージックのダンスが起源と
される。

１５　アビード教育相は、労働と自由のための民主フォーラム党の党員。

１６　Al-Fajrはナフダ党の新聞。この事件は３月７日の La Presse de Tunisie でも報道された。

１７　ブラフミーはシーディー・ブーズィードの出身で、ナフダ党を鋭く批判していた議員の一人で、「国

民運動党Mouvement du peuple」党の創設に関わった後、その後２０１３年７月には自らの新党「民衆
潮流党 Courant Populaire」を結成していた。

１８　UGTTはチュニジアの労働者約１４０万人から成る組織で、UTICAは企業家など約７５万人の会員を
擁する組織。人口約１１００万人の国でのこれらの組織の影響力は想像に難くない。Vendrier, ２０１３.

１９　この賞は国連開発計画も支援しており、選考委員会はノーベル平和賞受賞者で構成されている。ま

たW.ブーシャンマーウィーは、日本政府安倍政権が主催した２０１４年９月１２－１３日に東京で開催
された「女性が輝く社会に向けた国際シンポジウム」にも、チュニジアの代表として出席している。

２０　African Manager（０４. ０５. ２０１４）電子版。
２１　ATFDは以前から女性の性暴力被害者への聞き取り調査や支援をしてきたが、元会長のサナ・ベン

アシュールは革命後、BEITYという NGOを創設し、革命後の混乱で福祉手当を得られず、ホーム
レスになった女性たちの救済活動を行っている。「平等とパリテ協会」会長スカンドラーニーも、制

憲議会選挙後は、増加する女性への暴力を非難するデモ集会などを開催している。詳細は、

http://www.ejoussour.net/node/１０１０４ を参照。
２２　Investir En Tunisie（１７. ０３. ２０１３）電子版。
２３　La Voix du Nord.（３１. ０５. ２０１３）電子版。 
２４　Tunisie Numérique（２１. ０５. ２０１３）電子版。
２５　Voice of Africa（０４. ０６. ２０１３）の電子版。
２６　「私の身体は私のもの」という文言は、他のフェミニスト団体などでも「私の身体は私の権利（jisd ̄ı 

   h . ̄u  q ̄u  q ̄ı ）」などと言い換えられ、一つのスローガン化していった。
２７　Kapitalis（１２. ０２. ２０１２）の電子版。
２８　Tunisie Numérique（１９. ０３. ２０１３）電子版。
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